
 

「主役は子ども」の学校行事 
 

５月３０日（木）の「スポーツ・デイ」（※２８

日が悪天候だったため、延期して実施しました）

や、６月１２日（水）の「逃走中」（「とちのき集

会」の一環として実施しました）などの活動では、

子どもたちのまぶしい笑顔や楽しそうな歓声があふ

れんばかりで、いかにも「主役は子どもたち」とい

うのがよくわかる行事となりました。 

 本校では「運動会」ではなく、平日開催の「スポ

ーツ・デイ」という形を取らせていただいていま

す。開催の形に賛否両論ありますが、「早朝から場

所取りをしなくてよい」「月曜が代休となっても、保護者は休めなくて子どもを見守ることがで

きないから、ありがたい」などの肯定的な意見をたくさんいただいております。また、現在の子

どもの体力と気候条件を考えると、２限分運動し、１限分ずつ２回応援するという今の参加形態

が限界で、まる一日外にいることに耐えられないという子も多いように見受けられます。学習時

間の確保という点でも、有利です。もちろん、平日開催に固執するわけではなく、今年度の成果

と課題をもとに、また次年度のもちかたを検討していきます。 

「スポーツ・デイ」の閉会式で、児童会の子たちがこらえきれずに涙を流しながら震える声で

あいさつしている姿は、「やりきった」という達成感が伝わってくるものでした。「おとなにな

っても忘れられへんわ」という素直な思いを口にしていた子も、精いっぱいの努力をしたからこ

そ、強い思い出として実を結んだのでしょう。 

「逃走中」についても、追いかけるハンター役やミッション・サポート役の保護者は裏方に徹

していただき、主役は子どもたちでした。企画の立ち上げから児童会を中心とする子どもたちが

手掛け、ルール決めや当日の運営、終了後のお礼のあいさつに至るまで、子どもたちの自主性が

大いに発揮された行事となりました。 

自然発生的に巻き起こった「にげろ」コールや、「〇

〇さん、あぶない！」といった掛け声まで、おとなに指

示されたものではなく、子どもの思いから出たものであ

るということが、実に素晴らしいと感じました。 

子どもたちは、おとなが考える以上に、たくさんの可

能性を秘めています。これからも、子どもたちの思いを

大切にし、子どもたちが前面に出て、子どもたちが輝く

ことを大切にし、おとなたちがそっと支え、見守る、そ

んな学校でありたいと思います。 
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学校ボランティアさんについて 
本校の活動は、多くの場面においてボランティアの皆さんに支えていただいています。 

〇交通安全ボランティアさんには、まさしく直接、子どもの命を守る活動をしていただいて 

います。暑い日も寒い日も、登下校の見守りをしてくださっています。先日のＰＴＡ地区 

委員会を経て、現在、各地区の現状（登下校の見守り体制について）の確認に入っていま 

すが、学校としてあらためて実態を把握し、危機管理について話し合っていきます。 

〇図書ボランティアさんには、読み聞かせ活動や本の修繕等、環境整備でお助けいただいてい    

ます。読み聞かせをしていただいているときの子どもたちの姿を見ると、「目を輝かせる」 

とはこういうことを言うのか、とあらためて教えていただく思いです。 

〇花ボランティアさんには、主に年４回、「苗植え」「花壇づくり」「卒業式のポット準備」  

「入学式の花のポット準備」を中心に活躍していただいています。子どもたちの大切な式の 

場に、文字通り花を添えていただいています。 

〇環境ボランティアさんには、草刈りなど、月１回程度のペースで、子どもたちの活動する場  

を整備していただいています。例えば陰涼寺山の階段など、落ち葉がたまりやすい場所もあ  

りますので、子どもたちが滑らないよう、今後、掃除をお願いしたいとも思っています。 

 このようなボランティアさんのうち、現在、特に「花ボランティア」「環境ボランテ

ィア」の追加募集をしたいと考えています。もしも、お力添えいただける場合、学校ま

でご連絡ください（0595-82-0011 教頭まで）。お知り合いの方どうしで、お誘い

合わせのうえご参加いただければ、なおありがたいです。どうぞ、よろしくお

願いします。  

熱中症対策 

「異常気象」ということばが毎年語られ、もう、正常とは何だったのかわからないように思う

今日この頃です。今年は梅雨入り発表がたいへん遅くなりましたが、そのぶん、雨は短期間に一

気に降るという予想が報道され、実に心配です。暑さに関しても、ずっと以前は、体温を超える

気温なんて、そうそう多くはなかったように記憶していますが、昨今は、高温が続くことも珍し

くありません。 

学校では、暑さ指数（ＷＢＧＴ）の値が３１以上になると運動は中止とし、子どもたちには、

休み時間にもエアコンの効いた室内で過ごさせるよう対応しています。 

今年度、環境省から「熱中症特別警戒アラート」が１４時頃に発表された場合、翌日は休校と

するという対応が伝えられました。 

 「特別」のつかない「熱中症警戒アラート」の場合（前日の１７時頃と当日の５時頃発表）

は、学校の活動内容について検討し、熱中症予防行動（水分や塩分の補給等）をとったうえで、

安全な活動をすることとなっています。 

本校では、６月１７日（月）から、授業でプール水泳を実施しています。水温

や気温のほか、各種条件を確認し、安全管理に努めています。暑い時期には、

寝苦しかったり、食欲が減退したりすることもあると思いますが、子どもたち

が睡眠や食事などをしっかりとり、万全の状態でプール水泳はじめ各種活動に臨

めますよう、ご家庭での見守りや声掛けをお願いします。 

 

亀山東小学校のホームページでは、日々の子どもたちの教育活動や学校の様子を随時更新中

です。ご覧いただけると幸いです。 http://www.kameyama-mie.jp/kblog/higashi/                 
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